
◎
広
報
有
料
広
告

五
所
川
原
市
を
応
援
し
ま
す
‼

髙橋商会

生前整理・遺品整理
その他・暮らしの中のお困り事などありましたら、

お気軽にお問合せください！

五所川原市水野尾字宮井42－1

☎ 080－1859－3960 終活ガイド資格 2級 №001181遺品整理士認定　第IS25679号

　五所川原第三中学校は５月30日、地域清掃を通して
地域社会に貢献する喜びを体験すること等を目的に
「530（ごみゼロ）ボランティア活動」を行いました。
　１年生はみどり町全域を対象に地域の清掃を、２年
生・３年生は明治安田生命保険の皆さんと共に各家庭
から出された空き缶やペットボトル、新聞紙などのリ
サイクル品を回収しました。

　６月６日、旧十川漁業協同組合（石戸谷秀一代表理
事組合長）は、川の資源を保護し育成するため、飯詰
ふれあいパーク付近の飯詰川や金木川で、イワナとヤ
マメの稚魚6,900匹を放流しました。
　放流には、呼びかけに応じた企業の方々のほか、就
労継続支援Ｂ型事業所「拓」の利用者や認定こども園
たかたての森の園児が参加しました。
　園児らは「大きくなってね。バイバイ」と声を掛け
ながら、バケツに入った稚魚をゆっくりと放しました。
初めて参加したという「拓」の利用者は「なかなか経
験できないことなので、参加できてよかった」と笑顔
で話しました。
　同事業所サービス管理責任者の島村霞さんは「この
活動について、地域の方々にも知ってもらいたい」と
話しました。

問い合わせ先
　旧十川漁業協同組合　090－4887－7745

　ボランティア委員長の大澤叶芽さんは「重くて運ぶ
のが大変だったが、たくさん回収できた。また、地域
の方々ともお話しできたのでよかった」と笑顔で話し
ました。
　秋元裕教校長は「今年でこの活動は11年目になる。
これからも地域のために続けていきたい」と話しまし
た。

地域を“ごみゼロ”に！ 五所川原第三中学校「530ボランティア活動」

旧十川漁業協同組合がイワナとヤマメの稚魚を放流

リサイクル品を地域から回収する生徒たち 新聞紙をトラックに運ぶ生徒たち

稚魚を放流する園児
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